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九州ブロック会議参加報告 

10月12日(土)、脊損の九州ブロック会

議福岡大会に参加しました。 

プログラムの一つの講演で「障害のある

人もない人も共に生きる平和な長崎県づく

り条例」があり、講師は高比良県議会議員

さんでした。長崎県は議員立法で、各会派

でのプロジェクトで取り組んだようです。 

当事者参画の主体性が気になるところで

すが、特筆されるところも多く、財政の条

文では「財政上の措置を講じる」とあり明

確に示しています。 

沖縄県条例は「財政上の措置を講じるこ

とに務める」として、努力規定なっていま

す。成立した沖縄県条例を実行性のある条

例にするため、魂を入れ込む努力をしたい

と思います。高比良議員の成立に至る頑張

りに熱い思いを感じられた、素晴らしい講

演でした。          （仲根） 

社会づくり条例が全会一致で可決 

去る10月11日(金)沖縄県議会9月定例会

本会議にて、「沖縄県障害のある人もない

人も共に暮らしやすい社会づくり条例」が

全会一致で可決・成立しました。 

都道府県単位だと全国で6番目となる本

条例は、県民・県行政・県議会が連携を積

み重ね、5年半余りの時間をかけて丁寧に

作り上げた市民立法です。 

条例が可決・成立を祝って、県庁前広場



(2）平成25年11月25日発行(毎月20・25・30日発行）ＯＤＡ通巻801号 平成7年5月10日第3種郵便物認可 

に多くの関係者が集まり、喜びを分かち合

いながら、これまでの活動の苦労を労い、

国際通りをパレードして県民へ伝えまし

た。 

障害のある人もない人も平等に権利が保

障され、社会の構成員の一人として幸福を

願い、自由に社会参加が可能な社会(イン

クルーシブ社会)の実現のため、この条例

が多くの県民に理解され大切に活用される

よう、障害を持つ私たちも責任を担って活

動していかなければなりません。（上里） 

障がい者IT活用の意見交換会 

10月18日(金)にサン・アビリティーズ

うらそえにて「障がい者IT活用の意見交

換会」を開催しました。 

ITが生活の中でどのように使われている

のか、どんな活用を図りたいのか就労につ

なげるためには・・の各自の状況や情報交

換会となりました。 

今日の話の中では「IT活用の情報がもっ

とほしい」「スキルアップ（学び）が必

要」「IT企業との協働の模索が必要」と

いろいろな意見がありました。 

Skype参加の方もいました。 

顔を合わせて触れ合うことで生み出す関

係は大切ですが、重度障害で外出するにも

ヘルパーさんや移送サービスを手配して計

画的に参加しなければならない状況でドタ

キャンが難しく、お金もかかる・・・ 

次回は全員のSkype意見交換にもチャレ

ンジもしてみたい。次も企画します。 

第2回 キッズマート報告 

11月16日(土)に「第2回 キッズマート 

in Naha」が国際通りのさいおんスクエア

駅前広場にて開かれ、沖脊協から参加した

宮城幸春さんと私の二人は子ども達から多

くの元気と勇気をもらってきました。 

この催しは、NPO法人キャリエイトが

企画したイベントで、子どもたちが会社を

設立し、実際に営業している企業・店舗の

協力を仰ぎ、一日だけの店舗経営を行い、

売上金でNPO法人などを支援する企画で

開催されました。 

沖脊協は支援を受ける一団体としてイベ

ントに参加させていただくことになり、イ
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ベント前から沖脊協はどのような団体で、

どのような活動をしているのかを宮城幸春

さんが子どもたちに紹介し、支援する団体

としてのマッチングを図っていました。 

さて、この日はいつ雨が降り出すか分か

らない曇り空の下での開催となりました

が、子ども達の元気な明るい声がお天道様

だけではなく、訪れた皆さんの心も明るく

してくれたようで雨の影響も殆ど受けず、

売り上げも好調だったようです。 

今回、沖脊協の支援に名乗りをあげてく

れた子ども達のお店の名前は「キーホル

ダーパピル」と「世界一おいしい沖縄キッ

ズカフェ」でした。 

閉会式では何と沖縄県脊髄損傷者協会の

支援をしてくれた「世界一おいしい沖縄

キッズカフェ」が利益部門で10店舗中

トップに、「キーホルダーパピル」も6位

にランクインしていました。と言うことで

支援を受ける5団体で最も多くの支援金を

沖縄県脊髄損傷者協会が受けることになり

ました。頑張ってくれた子ども達、子ども

達を支えてくれた父母及びボランティアの

皆さんに心より感謝申し上げます。 

（枝川） 

 去った9月11日(水)～13日(金)と10月9日

(水)～10日(木)、前期と後期に分けて計5

日間で開講した「平成25年度 沖縄県相談

支援従事者初任者研修」を沖脊協から受講

させてもらいました。いかなる理由があっ

ても遅刻した者は受講資格を取り消すと書

かれていたので初日は朝5時に起きて身支

度をして早めに家を出ましたが、会場の浦

添てだこホールの駐車場についたのは開講

15分前だったのでヒヤヒヤものでした。 

 研修では今まで聞いたことのない用語が

たくさん出てきて無事終了できか心配の連

続でしたが、最初の2日間はサービス管理

責任者課程を受講していた大城昌彦さんや

玉城松男さんたちも一緒だったので、色々

と教えてもらうこともできて何とか最後ま

で受講することができました。 

（枝川） 

平成25年度 沖縄県相談支援従事者 

初任者研修を無事終了 
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10月13日(日)、豊崎美らＳＵＮビーチにて沖脊協ビーチパーティーを開きました。 

久しぶりの南部開催で参加者人数が心配でしたが予想外にたくさん集まってくれまし

た。写真は始まるときの明るいうちにと撮ったもので、うちなータイムで後からの人

もいました。初参加の新人さんも多くて情報交換含めて楽しい時間を過ごすことがで

きました。ありがとうございました。                 （仲根） 
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第１回 障がい者支援施設訪問・交流事業開催 

報告が遅れましたが9月22日(日)、障が

い者支援施設訪問・交流事業の第1回目

の訪問として「指定障害者支援施設 美

原の里」に行って来ました。その日は事

前の調整不足で参加人数も把握出来てい

なかった上に、前日の夜に理事長が熱発

してしまい参加は厳しいとの連絡もら

い、慌てて副理事長や元役員などにも電

話で参加呼びかけをしたのですが、急な

ことで誰も参加出来ないとのことでし

た。結局沖脊協から参加したのは私を含

め3名でしたのでプログラム通りの交流

は出来なかったけど、沖脊協から参加し

た新垣輝夫さんと宇根篤さんはユンタ

クーな上に、話も聞き上手で、話が途切

れることはありませんでした。おまけに

美原の里の入所者からは、私の知らない

沖脊連の昔話も聞くことできて有意義な

交流会になったと思います。 （枝川） 


